
　
外
壁
は
、
シ
リ
コ
ン
樹
脂
系
の

塗
装
を
行
い
、
壁
は
淡
い
ベ
ー

ジ
ュ
色
に
、
軒
先
は
淡
い
小
豆
色

に
塗
り
、
落
ち
着
き
の
あ
る
ツ
ー

ト
ン
カ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
給
水
設
備
は
、
全
て
露
出
配
管

に
し
て
、
耐
久
性
の
あ
る
配
管
に

交
換
し
ま
し
た
。

　
各
部
屋
毎
に
独
立
し
た
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
、
冷
暖
房
効
果
を
高

め
ま
し
た
。

　
研
修
棟
の
屋
上
は
、
防
水
ウ
レ

タ
ン
を
吹
き
付
け
、
緑
色
に
塗
装

し
ま
し
た
。

　
新
し
い
窯
は
、還
元
焔
焼
成（
酸

素
を
遮
断
し
て
硬
質
の
陶
器
）
が

で
き
る
窯
で
、
陶
器
作
り
の
幅
が

広
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
陶
芸
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
体
育

館
通
路
を
塗
装
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
北
側
斜
面
の
樹
木

の
伐
採
も
進
行
中
で
、
利
根
川
か

ら
筑
波
方
面
が
一
望
で
き
、
風
光

明
媚
な
場
所
に
な
り
ま
す
。

○
陶
芸
の
つ
ど
い
　
　
月
４
回

○
七
宝
焼
き
教
室
　
　
年
２
回

○
篆
刻
教
室
　
　
　
　
年
１
回

○
拓
本
教
室
　
　
　
　
年
１
回

○
門
松
作
り
　
　
　
　
　
12
月

○
味
噌
作
り
　
　
12
月
〜
３
月

等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
日
程
等
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
味
噌
作
り
の
器
具
類
の
管
理
と

貸
出
し
は
当
館
で
行
い
ま
す
。

○
各
研
修
室
の
貸
出

○
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
等
ス
ポ
ー

　
ツ
施
設
の
貸
出

○
各
種
体
験
事
業
（
陶
芸
・
七
宝

　
焼
き
・
篆
刻
・
勾
玉
作
り
・
拓

　
本
・
切
り
絵
）

○
野
外
施
設
の
貸
出
（
バ
ー
ベ

　
キ
ュ
ー
・
飯
盒
炊
飯
）

○
文
化
財
の
展
示
・
活
用
（
西
の

　
城
貝
塚
の
保
存
、古
代
の
遺
跡
・

　
民
具
の
展
示
）

こ
の
他
、
火
起
し
体
験
や
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
も
で
き
ま
す
。

研
修
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
わ
く
わ
く
西
の
城
の
維
持
・
管

理
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

・
除
草
・
草
刈
り
・
樹
木
の
伐
採

・
館
内
清
掃
作
業

・
施
設
の
修
繕
・
補
修
・
塗
装

・
各
種
事
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

等
の
作
業
に
皆
さ
ま
の
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
と
問
合
わ
せ
先
　
わ
く
わ

　
く
西
の
城
　

３
１
８
０


